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1. 2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 58,529 2.7 675 △2.5 971 2.2 545 6.6

2025年3月期中間期 56,972 0.6 692 △44.2 950 △38.0 511 △47.9

（注）包括利益 2026年3月期中間期　　742百万円 （62.1％） 2025年3月期中間期　　458百万円 （△59.6％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 41.89 ―

2025年3月期中間期 39.43 ―

※株式給付信託（BBT）及び信託型社員持株インセンティブ・プランを導入したことに伴い、株主資本において自己株式として計上されている各々の信託が所有
する当社株式は、1株当たり中間純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期中間期 68,134 23,947 35.1 1,836.54

2025年3月期 70,043 23,531 33.6 1,807.61

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 23,914百万円 2025年3月期 23,500百万円

※株式給付信託（BBT）及び信託型社員持株インセンティブ・プランを導入したことに伴い、株主資本において自己株式として計上されている各々の信託が所有
する当社株式は、1株当たり純資産の算定上、期末発行済株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 27.00 ― 27.00 54.00

2026年3月期 ― 27.00

2026年3月期（予想） ― 27.00 54.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 6.8 1,700 15.6 2,200 14.0 1,200 15.3 92.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

owner
ロゴ



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1 社 （社名）
株式会社日本システムソ
リューション

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 13,610,970 株 2025年3月期 13,610,970 株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 589,286 株 2025年3月期 610,386 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 13,011,224 株 2025年3月期中間期 12,967,705 株

※期末自己株式数には、株式給付信託（BBT）の信託財産として、信託が所有する当社株式数(2026年3月期中間期　93,700株、2025年3月期　93,700株)
が含まれております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数には、信託が所有する当社株式数（2026年3月期中間期　93,700株、

2025年3月期中間期　93,700株）が含まれております。

※期末自己株式数には、ＯＣＨＩホールディングス社員持株会専用信託（E-Ship信託）の信託財産として、信託が所有する当社株式数(2026年3月期中間期
21,400株、2025年3月期　42,500株)が含まれております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数には、信託が所有する当社株式数

（2026年3月期中間期　31,860株、2025年3月期中間期　75,379株）が含まれております。

※第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1.経営成績等の概況(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。

（決算補足説明資料の入手方法について）

2025年12月上旬を目途に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

(1) 当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移し

ました。しかしながら、長引く物価高による個人消費の伸び悩み、米国の通商政策の影響による景気減速懸念、ウ

クライナや中東における地政学的リスク等により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

住宅関連業界におきましては、住宅建築価格の高止まり、住宅ローン金利の上昇に加え、2025年４月の建築基準

法改正の影響により、当中間連結会計期間における新設住宅着工戸数は、前期比17.4％減となりました。また、当

社グループの主なターゲットである持家・分譲戸建住宅の着工戸数につきましては、前期比14.4％減となりまし

た。

このような状況の中で、当社グループにおきましては、非住宅分野に係る営業強化、リフォーム・リノベーショ

ン需要の取り込み等、成長分野に注力した営業展開を図ってまいりました。

また、2025年７月には、建築・土木業向けのＣＡＤシステム開発等を行なう㈱日本システムソリューション(東

京都中央区)を新たに子会社化いたしました。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は、58,529百万円(前年同期比2.7％増)となりました。利益面につ

きましては、営業利益は675百万円(前年同期比2.5％減)、経常利益は971百万円(前年同期比2.2％増)、親会社株主

に帰属する中間純利益は545百万円(前年同期比6.6％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜建材事業＞

非住宅分野での売上伸長、リフォーム・リノベーション需要の取り込み、脱炭素関連商材の拡販、工事機能の強

化等に注力してまいりました。また、2025年６月には、営業・物流両面での効率化を図るため、越智産業㈱が熊本

センターを新設し、熊本市の２営業所を統合いたしました。

しかしながら、持家・分譲戸建住宅の着工戸数減少の影響により、当事業の売上高は34,545百万円(前年同期比

2.5％減)となりました。営業利益につきましても、熊本センターの新設に伴う関連費用の発生等もあり、234百万

円(前年同期比26.9％減)となりました。

＜環境アメニティ事業＞

量販店向けの家庭用品、繊維製品の販売が減少したことから、当事業の売上高は8,510百万円(前年同期比1.9％

減)となりました。しかしながら、営業利益につきましては、冷凍冷蔵機器及び空調機器の販売・設置工事が下支

えし、163百万円(前年同期比5.8％増)となりました。

＜加工事業＞

主力の戸建住宅に加えて、介護施設や店舗等の非住宅物件の受注に向けて営業を強化してまいりました。

この結果、当事業の売上高は7,276百万円(前年同期比6.5％増)となりました。しかしながら、営業利益につきま

しては、他社競合等により売上総利益率が低下し、242百万円(前年同期比17.1％減)となりました。

＜エンジニアリング事業＞

大型物件の完工等に加え、2024年10月に子会社化した㈱弓田建設の業績が寄与し、当事業の売上高は6,790百万

円(前年同期比48.0％増)、営業利益は515百万円(前年同期比39.2％増)となりました。

＜その他＞

産業資材の販売を行なう太平商工㈱、労働者派遣業を行なう㈱ヒット・イール及びソフトウエア開発を行なう㈱

日本システムソリューションの事業を報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」に区分しておりま

す。

自動車関連の販売が好調に推移したことに加え、2024年５月に子会社化した㈱ヒット・イールの業績が寄与した

ことで、売上高は1,949百万円(前年同期比17.3％増)、営業利益は70百万円(前年同期比75.3％増)となりました。
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(2) 当中間期の財政状態の概況

① 資産、負債及び純資産の状況

資産合計は前連結会計年度末と比べ1,908百万円(2.7％)減少し、68,134百万円となりました。投資その他の資産

の「その他(純額)」が514百万円、「電子記録債権」が432百万円、「商品」が280百万円、有形固定資産の「その他

(純額)」が177百万円それぞれ増加しましたが、「受取手形、売掛金及び契約資産」が2,955百万円、「未成工事支

出金」が287百万円、「のれん」が130百万円それぞれ減少したことが主な要因であります。

負債合計は前連結会計年度末と比べ2,324百万円(5.0％)減少し、44,187百万円となりました。流動負債の「その

他」が480百万円、「未払法人税等」が161百万円それぞれ増加しましたが、「電子記録債務」が1,416百万円、「支

払手形及び買掛金」が760百万円、「長期借入金」が713百万円、「短期借入金」が262百万円それぞれ減少したこと

が主な要因であります。

純資産合計は前連結会計年度末と比べ415百万円(1.8％)増加し、23,947百万円となりました。「その他有価証券

評価差額金」が196百万円、「利益剰余金」が190百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

② キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ11百万円(0.1％)減少し、14,924

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、2,116百万円(前年同期は1,223百万円)とな

りました。

これは主として、「仕入債務の減少額」が2,216百万円、「法人税等の支払額」が370百万円であった一方で、

「売上債権の減少額」が2,542百万円、「税金等調整前中間純利益」が971百万円、「減価償却費」が470百万円、

「その他の流動負債の増加額」が467百万円、「のれん償却額」が224百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△799百万円(前年同期は121百万円)となり

ました。

これは主として、「定期預金の払戻による収入」が350百万円であった一方で、「有形固定資産の取得による支

出」が645百万円、「定期預金の預入による支出」が426百万円、「連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出」が95百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△1,327百万円(前年同期は301百万円)とな

りました。

これは主として、「長期借入金の返済による支出」が995百万円、「配当金の支払額」が354百万円であったこと

によるものであります。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期通期の連結業績予想につきましては、2025年５月８日に公表いたしました連結業績予想から修正は

行なっておりません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

(1) 中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,564 15,628

受取手形、売掛金及び契約資産 20,215 17,260

電子記録債権 3,224 3,656

商品 4,652 4,933

未成工事支出金 1,753 1,465

その他 829 921

貸倒引当金 △96 △94

流動資産合計 46,142 43,771

固定資産

有形固定資産

土地 10,098 10,021

その他（純額） 5,802 5,980

有形固定資産合計 15,900 16,001

無形固定資産

のれん 1,573 1,443

その他 351 298

無形固定資産合計 1,925 1,742

投資その他の資産

退職給付に係る資産 325 334

その他（純額） 5,797 6,311

貸倒引当金 △48 △26

投資その他の資産合計 6,074 6,618

固定資産合計 23,900 24,363

資産合計 70,043 68,134
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,794 14,034

電子記録債務 16,866 15,449

短期借入金 3,799 3,537

１年内償還予定の社債 150 150

未払法人税等 350 511

賞与引当金 655 729

その他 2,739 3,219

流動負債合計 39,356 37,632

固定負債

社債 150 150

長期借入金 3,852 3,139

役員退職慰労引当金 903 905

役員株式給付引当金 64 70

退職給付に係る負債 649 657

その他 1,534 1,631

固定負債合計 7,155 6,555

負債合計 46,511 44,187

純資産の部

株主資本

資本金 400 400

資本剰余金 997 997

利益剰余金 22,198 22,389

自己株式 △612 △585

株主資本合計 22,983 23,201

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490 687

退職給付に係る調整累計額 25 26

その他の包括利益累計額合計 516 713

非支配株主持分 31 32

純資産合計 23,531 23,947

負債純資産合計 70,043 68,134
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(2) 中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 56,972 58,529

売上原価 49,080 50,125

売上総利益 7,892 8,404

販売費及び一般管理費 7,200 7,728

営業利益 692 675

営業外収益

受取利息 1 7

受取配当金 34 40

仕入割引 89 93

不動産賃貸料 64 67

その他 129 163

営業外収益合計 319 372

営業外費用

支払利息 15 29

不動産賃貸費用 14 17

減価償却費 12 13

その他 18 16

営業外費用合計 61 76

経常利益 950 971

特別利益

固定資産売却益 0 0

ゴルフ会員権売却益 － 1

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 1 1

投資有価証券評価損 2 0

減損損失 9 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

特別損失合計 15 1

税金等調整前中間純利益 936 971

法人税、住民税及び事業税 624 465

法人税等調整額 △200 △40

法人税等合計 423 425

中間純利益 512 545

非支配株主に帰属する中間純利益 0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 511 545
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 512 545

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △53 196

退職給付に係る調整額 △0 0

その他の包括利益合計 △54 196

中間包括利益 458 742

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 457 741

非支配株主に係る中間包括利益 0 0
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(3) 中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 936 971

減価償却費 407 470

減損損失 9 －

のれん償却額 155 224

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △24

賞与引当金の増減額（△は減少） 4 72

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 1

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 5 5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1 8

受取利息及び受取配当金 △36 △48

支払利息 15 29

固定資産売却損益（△は益） 0 △0

固定資産除却損 1 1

投資有価証券評価損益（△は益） 2 0

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △0

売上債権の増減額（△は増加） 1,117 2,542

棚卸資産の増減額（△は増加） 344 19

その他の流動資産の増減額（△は増加） 100 △28

その他の固定資産の増減額（△は増加） 17 △17

仕入債務の増減額（△は減少） △1,576 △2,216

その他の流動負債の増減額（△は減少） △147 467

その他の固定負債の増減額（△は減少） 8 △7

その他 0 △2

小計 1,371 2,468

利息及び配当金の受取額 36 48

利息の支払額 △16 △29

法人税等の支払額 △168 △370

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,223 2,116
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(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 △426

定期預金の払戻による収入 39 350

短期貸付金の増減額（△は増加） － 2

有形固定資産の取得による支出 △468 △645

有形固定資産の除却による支出 △1 △0

有形固定資産の売却による収入 3 4

無形固定資産の取得による支出 △20 △69

投資有価証券の取得による支出 △22 △23

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 52

長期貸付けによる支出 △0 △0

長期貸付金の回収による収入 0 10

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △81 △95

保険積立金の解約による収入 496 42

投資不動産の取得による支出 △8 △2

投資不動産の売却による収入 192 －

その他 4 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 121 △799

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △619 20

長期借入れによる収入 2,000 －

長期借入金の返済による支出 △658 △995

社債の償還による支出 △21 －

リース債務の返済による支出 △71 △25

自己株式の売却による収入 26 27

配当金の支払額 △354 △354

財務活動によるキャッシュ・フロー 301 △1,327

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,648 △11

現金及び現金同等物の期首残高 14,560 14,936

現金及び現金同等物の中間期末残高 16,208 14,924
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(4) 中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３建材事業
環境アメニ
ティ事業

加工事業
エンジニア
リング事業

計

売上高

商品販売に係る収益 29,452 7,922 6,369 188 43,933 1,519 ― 45,453

工事に係る収益 5,848 751 371 4,141 11,112 ― ― 11,112

その他の収益 11 ― ― 256 268 138 ― 407

顧客との契約から
生じる収益

35,312 8,673 6,740 4,586 55,314 1,658 ― 56,972

外部顧客への売上高 35,312 8,673 6,740 4,586 55,314 1,658 ― 56,972

セグメント間の内部
売上高または振替高

103 2 93 ― 199 3 △202 ―

計 35,415 8,676 6,834 4,586 55,513 1,662 △202 56,972

セグメント利益 320 154 291 370 1,136 40 △484 692

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業資材の販売等であります。

２ セグメント利益の調整額△484百万円には、主に各報告セグメントに配分していない全社費用△484百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３建材事業
環境アメニ
ティ事業

加工事業
エンジニア
リング事業

計

売上高

商品販売に係る収益 28,319 7,864 6,665 188 43,038 1,614 ― 44,653

工事に係る収益 5,827 639 461 6,098 13,026 ― ― 13,026

その他の収益 12 ― ― 504 516 332 ― 848

顧客との契約から
生じる収益

34,159 8,504 7,127 6,790 56,581 1,947 ― 58,529

外部顧客への売上高 34,159 8,504 7,127 6,790 56,581 1,947 ― 58,529

セグメント間の内部
売上高または振替高

386 6 148 ― 540 2 △543 ―

計 34,545 8,510 7,276 6,790 57,122 1,949 △543 58,529

セグメント利益 234 163 242 515 1,155 70 △549 675

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業資材の販売等であります。

２ セグメント利益の調整額△549百万円には、主に各報告セグメントに配分していない全社費用△551百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

2025年７月18日付で当社が㈱日本システムソリューションの株式を取得したことにより、同社を新たに連結

子会社といたしました。これに伴い、「その他」において94百万円ののれんが発生しております。
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（企業結合等関係）

（株式取得による企業結合）

当社は、2025年６月18日付で、株式会社日本システムソリューション（以下「日本システムソリューショ

ン」という。）の発行済株式の全てを取得し、当社の連結子会社とすることについて決議し、同日付で株式譲

渡契約を締結し、2025年７月18日付で同社の株式を取得いたしました。

１ 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 株式会社日本システムソリューション

事業の内容 建築・土木業向けのＣＡＤシステム開発

自社パッケージ開発を中心としたソフトウエア開発等

(2) 企業結合を行なった主な理由

今般、株式を取得した日本システムソリューションは、2003年に東京都中央区に設立され、建築・土木

業向けＣＡＤシステム開発、自社パッケージの開発を中心に、幅広くソフトウエア開発を手掛けておりま

す。

当社グループは、日本システムソリューションの子会社化により、ソフトウエア開発事業への参入、当

社グループ内の既存事業部門との協業及び専門人材の育成を図り、社会環境の変化に適応するとともに、

持続的成長の実現に取り組んでまいります。

(3) 企業結合日

2025年７月18日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更はありません。

(6) 取得する議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

２ 中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当中間連結会計期間においては貸借対照表のみを連結しております。

３ 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 300百万円

取得原価 300百万円

４ 主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等 30百万円

５ 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

94百万円

(2) 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力に関連して発生したものであります。

(3) 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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６ 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 247百万円

固定資産 9百万円

資産合計 257百万円

流動負債 51百万円

負債合計 51百万円

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「２．中間連結財務諸表及び主な注記 (4)中間連結財務諸表に

関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


